
年度　授業計画（シラバス）

15 (1)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

2024

専門基礎分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

講義内容をしっかり理解し、自分なりの知識にしていく為に、必ず前回の講義内容を復習しておいてください。

8回の授業が終了した後に、テストを行います。また、講義内で視聴覚教材を用いた際は、その内容についての小レポートを講義内で書いてもらい
ます。評価の割合は、8：2を目安にしています。

内　　　容

科  目  名

視能訓練士学科3年制

保育（発達）

科　目　区　分

講義内容に応じて適宜プリントや資料を配布します。

子どもが生まれてから就学するまでの具体的な発達や育ちについて学ぶ。また、子ども達を取り巻く環境及び子育て環境についても学び、子ども
理解や保育に対する意識を深める。

学期

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

703教室1年

各コマに
おける

授業予定

予習の必要はありません。

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

古茂田　貴子

授業の
方法

保育学についての概要を知る。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

授業を
通じての
到達目標

生後6か月から1歳半までの乳児の成長発達について学ぶ。

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

乳児の発達Ⅱ

授業を
通じての
到達目標

3歳ごろまでの幼児の成長発達について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
幼児の発達

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

教室名

子ども達の学びの源は「楽しむ事」「面白がる事」です。学生の皆さんも授業を楽しみ、面白い所を見つけて保育の知識を深めてください。

担 当 教 員

オリエンテーション

授業を
通じての
到達目標

子どもの命の出発点について学び、子育ては妊娠の間からも始まって
いる事を理解する。

各コマに
おける

授業予定
妊娠・出産

授業を
通じての
到達目標

誕生から4か月ごろまでの乳児の成長発達について学ぶ。

各コマに
おける

授業予定
乳児の発達Ⅰ

実務経験と
その関連資格

幼稚園専修免許及び保育士資格を取得。大阪総合保育大学及び神戸松蔭女子学院大学にて幼児教育専門科目
を担当している。日本保育学会、関西教育学会、日本発達心理学会、日本児童文学学会の正会員として研究に携
わっている。

使用教材

視聴覚教材・資料

授業以外での準備学習
の具体的な内容



第
12
回

第
13
回

第
14
回

各コマに
おける

授業予定

第
9
回

授業の
方法

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

子どもの成長発達を促し、心身を鍛える遊びの重要性及びリスクとハ
ザードについての理解を深める。

第
10
回

第
11
回

遊びの価値とリスクとハザードについて

授業を
通じての
到達目標

前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

第
8
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

授業を
通じての
到達目標

保育施設の特徴について理解する。

各コマに
おける

授業予定
幼稚園と保育所の違いについて・良い保育施設の見分け方

授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

使用教材

視聴覚教材・資料
前回の講義ノート・資料を見て復
習しておくこと。

内　　　容

授業を
通じての
到達目標

乳幼児特有のケガとその対策について理解する。

各コマに
おける

授業予定
子どものケガ

第
15
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

視聴覚教材・資料


